
中国新消費・小売トレンド分析



36Kr
India

北京の36Kr社は2010年設立。中国最大のテックメディア。

ハイテク企業、VC及び投資関係者に対して、全世界のイノベーション企業に関する綿密な調査、

分析に基づいた最先端のテクノロジー情報を提供している。記者は約 100人。

ユーザー数は約1.5億人(月間約5億PV) 2019年ナスダック上場(日経新聞が出資）。

36Krの海外事業を担う36Kr Global社は

中国語(36Kr出海) ･ 英語(Kr ASIA) ･ 日本語(36Kr Japan)でメディア運営。

中国とアジアのスタートアップ企業に関する総合的な支援活動を行っている。

シンガポールとインド、日本の子会社を拠点としてアジア全域でエコシステムを形成し、

国境を越えた企業同士の協業や提携を支援する総合プラットフォームとして機能している。

月間5億PVを誇る中国最大のテック系メディア
“ 36Krグループ ”について

中国およびアジア全域における
スタートアップエコシステムに精通しています。



36Kr 日本で人気の記事



36Kr 日本で人気の記事



36Kr 日本で人気の記事



1. 中国消費・小売市場の発展の現状

2. 中国消費者ブランド市場のトレンド

3. 中国小売チャネル市場のトレンド

Agenda
　



1. 中国消費・小売市場の発展の現状

2. 中国消費者ブランド市場のトレンド

3. 中国小売チャネル市場のトレンド

Agenda
　



• 「双循環（内需と外需の双方を好循

環させて質の高い新たな成長につな

げる構想）」が国家発展戦略に。

• 中国は輸出主導型経済から内需主

導型経済へ転換しつつある。

中国消費・小売市場の発展の現状

　



中国はAI、ビッグデータ、5Gなど新

型インフラ建設関連技術の開発を積極

的に推進し、

技術による産業のデジタル化実現を通じ

て、産業のアップグレードを成し遂げ、

経済のさらなる発展を促し、

より多くの就業機会を創出し、消費ニー

ズを増加させている。

中国消費・小売市場の発展の現状



急成長する中国の消費市場、米国を抜き世界最大の消費市場へ

中国は米国を上回る世界最大の消費市場になりつつあり、
2020年の新型コロナウイルスの大流行が、オンライン消費の成長を一層加速させた

全体の約1/4を占めるオンラインEC

2020年1月～6月
中国全体のオンラインショッピング利用者数

が前年比で1億人増加し、
社会消費財小売総額に占める割合は24.3％

にまで拡大。

（データソース：中国国家統計局）

　



急成長する中国の消費市場、米国を抜き世界最大の消費市場へ

オンライン消費生態系の多様化
（総合EC、ソーシャルEC、O2O）

　



急成長する中国の消費市場、米国を抜き世界最大の消費市場へ

消費の原動力となる2大ショッピングフェスティバル
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中国消費者ブランド市場のトレンド-1

・メイド・イン・チャイナの優位性により、中国新興ブランドの参入障壁が低下
・デジタル化によりC2M（Customer-to-Manufactory）生産が促進

独自ブランドは売上総利益が高く、中国ブランドが台頭 スマートマ製造などによりフレキシブルC2M生産を促進

ロレアルはC2Mモデルによ
り、初の男性用メイクアップ製
品を発売

アリババのスマートマニュ
ファクチャリングプラット
フォーム「犀牛智造」が企業
を活性化

　



中国消費者ブランド市場のトレンド-2

市場に細分化の傾向、中国ブランドは適切な市場参入ポイントを

消費者像が変化、ニッチ市場がニッチなニーズに対応

• ブランドと自分自身の価値観との関連性に対する消費者の意識が高まり、
     性別、年齢、職業などの条件により、消費のニーズはさらに細分化されている。

• 「養生の低年齢化」、「国潮（中国の伝統的デザインを製品やパッケージに導入する
トレンド）」、「マン・エコノミー」、「ウーマン・エコノミー」、「おひとり様経済」など、中国
の消費者市場に様々ニッチなニーズが出現。

• TikTok（抖音）、快手（Kuaishou）、小紅書（RED）など新興ソーシャルプラットフォー
ムが、インフルエンサーによるアクセス増効果や低コストのマーケティングプロモー
ションを中国ブランドにもたらす。

• ECチャネルは成熟し、実店舗よりも出店障壁は低く、ECチャネルでは新興ブランド
が伝統的ブランドを凌駕する。

無糖炭酸水
売上No.1
（京東、天
猫）

インスタント
コーヒー部門
で売上No.1
（天猫）

化粧品部門
で売上No.1
（天猫）

　



中国消費者ブランド市場のトレンド-2

市場に細分化の傾向、中国ブランドは適切な市場参入ポイントを

こだわりの製品 クロスボーダーマーケティング＋ソーシャル効
果

ソーシャル効
果

天猫アイスクリーム部門ランキング1位
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中国小売チャネル市場のトレンド-1

ライブ配信＋Eコマース＝ライブコマース
インタラクティブなオンラインショッピング体験を実現

• 2016年、アリババがライブコマースを立ち上げ、2020年の新型コ
ロナウイルス大流行によるオフライン小売チャネルの麻痺を背景
に、ライブコマースが急速に成長

• 従来のEC業者に加え、TikTok、快手、小紅書など人気ソーシャル
プラットフォームが自身の属性をベースとするライブコマースサー
ビスを開始

• 中国政府は関連政策を実施し、MCN機関に対する関連規制を含
め、ライブコマースの長期的かつ健全な発展を確保するための完
全なルール確立を試みている

• 技術が進歩し、バーチャルライバー、MAG（漫画・アニメ・ゲーム）
技術、5Gネットワ  ークで、より多くの応用シーンが展開される

　



2010-2019
中国におけるライブ配信関連の登録企業数　　　　　　

　



中国小売チャネル市場のトレンド-1

MAG技術により、バーチャルな製品イメージや
没入型のライブ配信を実現でき、
製品展示スペースが提供される。

（2021年天猫家電祭（消費電子節））

バーチャルアイド
ルIPとのコラボ

　



　



中国小売チャネル市場のトレンド-2

OMO（オンラインとオフラインの融合）が、
消費者市場を急速成長させる重要な推進要因に

• 小売企業やブランド企業は、ミニプログラムのエコシステ
ム、ビッグデータ、IoT、ERP、ラストワンマイルなどの技術
を利用することにより、オンラインとオフラインの小売チャネ
ルをつなぎ、以下を実現：

� 販売シナリオの増加－セルフピックアップ、テイクアウ
ト、デジタルストア体験、EC、会員ポイントによる引き
換えなど。

� 全チャネルデータの蓄積－スマートなビジネス意思決
定（マーケティング、在庫、価格管理など）

� オムニチャネル会員管理－より的確なオーダーメイド
サービスを提供し、再購入率を重視

　



中国小売チャネル市場のトレンド-2

OMO（オンラインとオフラインの融合）が、
消費者市場を急速成長させる重要な推進要因に

オフラインのインタラクティブ・スクリーンを、オ
ンラインとオフラインのチャネルを組み合わ
せ、店舗のSKUを拡大する

ミニプログラムによりオンラインおよびオフラインチャネルをつな
ぎ、販売チャネル（セルフピックアップ、テイクアウト）の拡大、およ
び販売可能な製品SKUの拡大を図る

　



　

�  月間 5億PV 中国最大テックメディア

�  米ナスダックに上場、日本経済新聞社と戦略提携

�  インド、東南アジアへも進出

日本企業のDX推進に役立つ

有料情報プラットフォーム「コネクト」提供開始

� 中国最新トレンドレポート
� 優秀スタートアップ企業情報DB

中国最大のスタートアップ・テック情報メディア 日本企業向け 有料コンテンツサービス

年間10万円/IDで全コンテンツ利用できますメルマガ登録よろしくお願いします

36Kr Japan 紹介



7月30日(金)10時〜



ご清聴ありがとうございました！

36Kr
Facebook

36Kr
メディア

36Kr
Twitter


